
（高知労働局管内における労働者死傷病報告によるもの｡）

平成24年の死亡災害の事故の型別では、「交通
事故」及び「おぼれ」が増加

 高知労働局管内における過去10年の死亡災害を事故の型別にみると、「墜落・転落」

によるものが最も多く約26%、次いで「交通事故」によるものが約22%となっている。 

 なお、平成24年は、過去10年間で最も多かった「墜落・転落」による死亡災害は発生

しなかった。また、「交通事故」及び「その他」によるものが多く発生している。「そ

の他」の内訳に、「おぼれ」によるものが4人含まれている。 
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事故の型別死亡災害発生状況 


